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本資料は、Atmel Studioで Studuino(スタディーノ)基板上で動作するプログラムを作

成する際の手順書になります。Atmel Studioの変更に伴い、加筆・修正が加えられる

可能性があります。また、本取扱説明書は、下記の資料を参照します。 



 

 

更新履歴 

 

  

バージョン 前バージョンからの変更内容 

ver.1.0.0 新規作成 



 

 

本資料では、Atmel Studio を使用し、Studuino 基板上で動作するプログラムを作成する手

順を記します。最初に Atmel Studio のダウンロードとインストールの手順を記し、次に

Studuino 基板上で動作するプログラムを作成するための Atmel Studio の環境設定、最後に

プログラミング例を記します。 

 

1. Atmel Studioのダウンロードとインストール 

1. 下記のウェブページにアクセスし、ソフトウェアをダウンロードします。 

http://www.atmel.com/ja/jp/tools/ATMELSTUDIO.aspx 

 

 

2. 必須項目を入力して Submit ボタンをクリックします。 

 

 

3. 2で記入したE-mail addressにメールが届くので、その本文の「download the file here」

をクリックします。 

 

http://www.atmel.com/ja/jp/tools/ATMELSTUDIO.aspx


 

 

4. リンク先には下図のように「Atmel Studio … Installer」というリンクがあります。クリ

ックしてインストーラをダウンロードします(バージョンはその時々で変わります)。 

 

5. ダウンロードしたファイルを起動して、手順に従ってインストールします。 

6. インストール完了後、自動的にセットアップが始まるので手順に従ってセットアップ

します。 

  



 

 

2. Atmel Studioの環境設定 

1. Atmel Studio を起動し、File メニュ→New→Projectを選択します。 

 

2. 「GCC C Executable Project」を選択し、Name:欄にプロジェクト名を設定します。 

 

3. 表示される Device Selection ダイアログで、「ATmega168p」を選択して、OK ボタン

をクリックします。 

 



 

 

4. 転送プログラムを登録します。 

本設定では、転送プログラムの登録に Arduino IDE の avrdude というプログラムを使

用します。Arduino IDE をインストールしていない場合は、下記 URL のページにある

下図の「Windows ZIP file…install」をクリックし、Arduino IDE をダウンロードして適

当なフォルダに展開してください。 

http://www.arduino.cc/en/Main/Software 

 

以下、Arduino IDE を C ドライブに展開したとして、手順を進めます。 

 

5. Tools メニュ→External Tools…を選択します。 

 

   

※：本手順 5～7 は下記、URL の記事を参考にしております。 

https://asensar.com/blog/2013/how-to-integrate-avrdude-with-atmel-studio/ 

  

http://www.arduino.cc/en/Main/Software
https://asensar.com/blog/2013/how-to-integrate-avrdude-with-atmel-studio/


 

 

6. 表示されるウィンドウに下記のように各項目を設定し、OK ボタンをクリックします。 

 

■Title: &+適切な名前を設定します。 

例) &Deploy 

■Command:avrdude.exe をフルパスで設定します。 

例) C:\arduino-1.6.4\hardware\tools\avr\bin 

■Arguments:下記を設定します(例の赤字のところはユーザによって変わります) 

-F -v -patmega168 -carduino -P\\.\COM3 -b115200 -D 

-Uflash:w:"$(ProjectDir)Debug\$(ItemFileName).hex":i -C 

C:\arduino-1.6.4\hardware\tools\avr\etc\avrdude.conf 

(※) COM3 のところは、Studuino 基板と PC を接続した際に使用される COM ポ

ートになります。Studuino 基板と PC を接続して、Arduino IDE やデバイスマ

ネージャなどで確認してください。 

(※) avrdude.conf ファイルは、Arduino IDE を展開したフォルダにあります。 

■Use Output window にチェックを入れます。 

 

 

 



 

 

7. Tools メニュに 6 の Title:に設定した名前がメニューに表示されます。 

 

  



 

 

3. プログラミング例 

1. プロジェクトを作成した際に作られるソースファイル(本例では、GccApplication1.c)

に下記のようなプログラム(LED を１秒間隔で点滅するプログラム)を記述します(テキ

ストが末尾にあります)。 

 

 

2. Build メニュ→Build Solution を選択してプログラムをビルドします。 

 

 



 

 

3. Studuino 基板の A0～A7 のいずれかに LED パーツを接続し、Studuino 基板と PC を

USB ケーブルで接続します。 

 

4. Tools メニュ→Deploy を選択してプログラムを Studuino 基板に送信します。 

 

 

5. センサーコネクターにつなげた LED が 1 秒間隔で点滅します。 

 

3.1. サンプルプログラム 

サンプルプログラムを下記に記します。 

#ifndef F_CPU 

#define F_CPU 16000000UL // 16 MHz clock speed 

#endif 

 

#include <avr/io.h> 

#include <util/delay.h> 

 

int main(void) 

{ 

 DDRC = 0xFF; //Nakes PORTC as Output 

 while(1) //infinite loop 

 { 

  PORTC = 0xFF; //Turns ON All LEDs 

  _delay_ms(1000); //1 second delay 

  PORTC= 0x00; //Turns OFF All LEDs 

  _delay_ms(1000); //1 second delay 

 } 

} 


